
平成23年3月11日、甚大な被害をもたらした東日本大震災は、発生から一年以上を経過したにもかか

わらず、多くの人たちの生活、人生に深い爪痕を残したままです。そして、被害の大きかった東北地方

から遠く離れた、ここ厚岸町も津波による影響を大きく受けました。この多くの犠牲を伴った出来事を風

化させないためにも、今一度、地震津波に備える意味も込めて、過去の記録を知ることは意味のあるこ

とだと思います。そこで、今回は、地震津波に関係する資料について紹介したいと思います。

下の写真は、地層の剥ぎ取り標本です。平成15年5月13日から17日にかけて、史跡国泰寺跡（厚岸

町湾月）の一画で、トレンチ調査が行われ、約２メートルの溝（トレンチ）を掘り、その壁面の地層を詳細

に調べました。これは、北海道開拓記念館と(独)産業技術総合研究所活断層研究センター、厚岸町教

育員会の三者合同（技術協力：明治コンサルタント㈱）で実施したものです。調査期間中は、現地を一

般公開するとともに講演会も開催されましたので、ご記憶にある方もいらっしゃるのではないでしょうか。

その際に地層表面を剥ぎ取り標本としたものが、この資料です。

この調査では、約3500年もの間に厚岸地域を襲ったであろう、巨大地震津波の痕跡を物語る、８つの

砂の層が確認されました。さて、この８つの層、なぜ津波と関係があるのでしょうか。北海道開拓記念館砂の層が確認されました。さて、この８つの層、なぜ津波と関係があるのでしょうか。北海道開拓記念館

の添田雄二学芸員によると、この砂の層を分析すると海に生息する珪藻の遺骸が見つかることなどから、

これらの砂が海から運ばれてきたものであることがわかるそうです。つまり、津波による砂の移動があっ

たということです。この資料を見ると、過去に私たちの町を襲った津波の大きさに驚かされるとともに、地

震津波への備え、心構えが必要だということを改めて痛感させられます。

なお、この地層剥ぎ取り標本は、現在、厚岸町郷土館に展示中ですので、ぜひ一度ご覧になってみて

はいかがでしょうか。
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子どもたちに歴史・文化に親しんでもらおうと、北海道文化財保護協会と北海道立埋蔵文化財センターと

の共催で、平成24年度考古学出前講座「まが玉をつくってみよう」を開催します。

厚岸町は、古くから漁業の町として栄え、海と密接に関係しながら、生活を営んできました。しかし、近

年の地球温暖化は、身近な魚介類にもさまざまな影響を引き起こしています。

そこで、これまでの調査・研究成果をもとに、(独)水産総合研究センター北海道区水産研究所所蔵の

パネル展示を開催します。気候の変化によって、海やそこで暮らすサンマやニシンといった生き物たち

にどのような影響があるのか、さらには大型クラゲの発生など、海をめぐるさまざまな出来事をわかりや

すく紹介します。また、カレイの生態やマツカワの栽培漁業の取り組みなどについても紹介します。

●会 期 ： ７月２５日（水）～８月１５日（水）

●観 覧 時 間 ： 午前９時００分～午後５時００分

●観 覧 料 ： 海のパネル展のみ観覧の場合は無料

●問い合わせ先 ： 海事記念館 ５２－４０４０

の共催で、平成24年度考古学出前講座「まが玉をつくってみよう」を開催します。

当日は、北海道文化財保護協会高久忠明さんによる北海道の文化財や地域の歴史についてのお話を

聞いた後、勾玉（まがたま）をみんなで作ります。

勾玉は古代人にアクセサリーとして親しまれてきたものです。ぜひ、世界に一つだけの自分オリジナル勾

玉を作ってみませんか。最後まで頑張った人には修了証が授与されます。

●日 時 ： 平成２４年８月１８日（土） 午前９時００分から１２時００分まで

●場 所 ： 真龍小学校２階図工室

●対 象 ： 小学５・６年生、中学生 ※小学４年生以下は保護者同伴でお願いします。

●定 員 ： ３０名（多数の場合は抽選となります）

●参 加 料 ： 無料

●申込期間 ： ８月１１日（土）まで

●申 込 先 ： 海事記念館 52-4040

【 編集後記 】

今回、取り上げた、地層の剥ぎ取り標本ですが、先日、この資料を目的にあるお客様がお越しになりました。それは、ロ

シア人の地震研究者の皆さんです。北方領土ビザなし交流の専門家枠で来道した方々で、この剥ぎ取った地層をぜひシア人の地震研究者の皆さんです。北方領土ビザなし交流の専門家枠で来道した方々で、この剥ぎ取った地層をぜひ

見学したいということでした。同行なさっていた北海道名誉教授の笠原稔氏からもいろいろと興味深いお話を聞くことが

でき、大変勉強になりました。“厚岸町にはこんな資料がある”、“厚岸からこういうことが見えてくる”ということを一人でも

多くの人に知ってもらえればうれしいなと、改めて感じた日でした。 （文責 車塚）


